
サイエンスキャンプ 2007「放射線の世界を覗いてみ
よう」が、8月 22日（水）から 24日（金）までの 2泊
3日の日程で行われました。全国各地の高等学校から多
数の応募をいただきましたが、北は青森県八戸市から南
は佐賀県伊万里市まで高校生 20名を選抜し、体験学習
を行いました。一日目は人材育成課で放射線の基礎を学
んだ後、放射線の測定実習を行い、放射線影響研究に欠
くことのできない実験動物の講義、マウスの遺伝学実習
を行いました。二日目は、発達期被ばく影響研究グルー
プの協力の下、DNAで犯人捜しやマウスの解剖実習、
メダカの発生と受精について勉強をしました。午後は重
粒子医科学センター病院の先生方が中心になって重粒子
がん治療装置の見学および画像診断実習を行い、夕食は
講師の先生方も加わってバーベキューを楽しみました。

バーベキューが終わ
ってからも希望者に
（といっても全員で
したが）好奇心遺伝
子を調べる実習が続
き、それが終わって
から花火大会を行
う、というタイトな
スケジュールでした
が、最初は硬かった

雰囲気が一気に和み、
高校生間の交流も大い
に深められたようでし
た。
昨年より一日日程が
短くなったため、施設
見学の一部をカットせ
ざるを得なかったのは
残念でしたが、高校生
の皆さんには時には研究者、時に
は技術者、時には医師になっても
らったことで、普段の授業では得
られない体験学習をすることが
できたのではないかと思ってお
ります。
お忙しい中、時間を割いてご
協力いただいた放医研の関係者
の方々、アドバイザーとして加
わっていただいた県立千葉高等学校・堀　亨先生、事務
局として生徒さんたちの面倒を見ていただいた日本科学
技術振興財団・小田切さんにこの紙面を借りて感謝を申
し上げます。

サイエンスキャンプ 2007 総括責任者　西村義一
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授業では得られない貴重な体験ができた
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国際放射線研究会議（ICRR: International Congress
of Radiation Research）は 4年に一度、放射線に関連す
る物理学、化学、生物学など基礎的な領域から、医学利
用、放射線防護にいたる応用的な領域まで幅広い分野の
研究者が一堂に会して、情報交換を行うことを目的とし
て開かれている。今回は 13回目を数え、サンフランシ
スコ・マリオットホテルを会場として開催された。主催
は国際放射線研究連合（IARR : International Association
for Radiation Research）。日本からは放射線関連学会が
日本放射線研究連合（JARR: Japanese Association for
Radiation Research）を組織して構成員となっている。
JARRの構成学会は日本放射線影響学会、応用物理学会
放射線分科会、医学放射線学会生物部会、保健物理学会、
放射線化学会、医学物理学会、および放射線腫瘍学会で
ある。この構成を見ても、基礎から応用にわたる広い分
野がカバーされていることがうかがわれる。

7月 8日には併催されたサンフランシスコ放射線腫瘍
学会議との共催セッションと開会式が開催された。9日
から 12 日にかけては、朝 7 時半（！）から午後 1 時
（！）まで、アイオープナー、コングレスレクチャー、
および全体講演が行われた。きっちり 1時間の昼休みを
挟んで午後からはシンポジウムあるいはワークショッ
プ、4時から 5時半までのポスターセッションと続きそ
の後に各種受賞講演が行われるという構成であった。ア
イオープナーは全体で 16件、コングレスレクチャーは
24件、全体講演は 4件、シンポジウムは 38件、ワーク
ショップは 6件であった。また、ポスターは 738件に上
った。
4件の全体講演のタイトルは「診断と治療における分
子イメージング」、「DNA 修復における構造生物学」、

「システムズバイオロジー： DNA損傷応答への適用」、
「がんにおける幹細胞」であった。もとより幅広い範囲
をカバーする会議なので、その全貌をまとめることは容
易ではないが、日程を一部オーバーラップさせる形でサ
ンフランシスコ放射線腫瘍学グループの会合と併催され
たこともあり、がん治療の基礎的な講演・発表が目立っ
た。また、治療効果のみでなく、治療の結果としての 2
次発がんに関する発表もあり、本会議に引き続く形で
「宇宙放射線に関する NASA会合」の中で宇宙における
放射線防護が議論されたことと考え合わせると、基礎研
究の成果に基づいた応用への指向が大きな流れのように
思われた。
ICRRにおけるキーワードはその後の放射線影響研究
の流れを示してきた。たとえば、「遺伝子損傷と修復」
（1970 年代）、「遺伝子発現／情報伝達」（1980 年代）、
「適応応答／バイスタンダー効果／ゲノム不安定性」
（1990年代）などである。今回のキーワードのひとつは、
全体講演の中にも見られるが「システムズ・バイオロジ
ー」であろう。基礎的な領域での分子／遺伝子レベルの
研究成果に基づいて、個体レベルの現象をいかに説明す
るか、分子と個体のギャップをいかに埋めるかを総合的
に考えようとするものである。

さて、今回の会議には 22カ国から 1350人の参加があ
った。日本からの参加者は 200名を超えたとのことであ
る。日本からの参加者のうち、放医研からの参加者は
60名あまり、放射線防護研究センターからも 26名が参
加し、そのほとんどがポスターセッションで発表した。
今回が国際会議デビューという若手も多く、事前に研究
グループでのポスター検討、リハーサルなどを経てビッ
グイベントに臨んだ。ポスターセッションは比較的広い
会場が当てられたが、討論の時間が毎日 1時間半と限ら
れていたこともあり、かなりの混雑で熱気に包まれてい
た。それでも手持ちぶさたにしていたり、日本人同士で
言葉を交わしている発表者も見受けられた。このような

第13回国際放射線研究会議 参加印象記

NEWS REPORT

会場のマリオットホテル（写真提供：吉永信治さん）

大会長、Martin Brown 博士（写真提供：吉永信治さん）
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状況ではセンター長の役割はひとつ。知り合いをつかま
えてはポスターの前に連れて行き、「顧客拡大」に努め
た。嫌がられたかもしれないが、よい経験の機会を提供
したと考えている（第 6回 ICRRが東京で開催された際
に、当時の指導教授から同様の「仕打ち」を受け、国外
研究者の質問やコメントに思うように答えることができ
ず、もどかしい思いをしたことを思い出した）。
物理・化学・生物といった基礎分野およびこれを支え
る技術の上に立って、放射線診療や放射線防護といった
応用面への展開を図るという ICRRの構図は、ある意味
で放医研の活動と重なり合う。今回の ICRRの中で浮き

彫りにされた研究動向は、今後の放医研の進む方向を考
える上で参考になると思われる。
次回の ICRRは 2011年の 8月から 9月にかけてポー
ランド、ワルシャワにて開催される予定である。マリ
ー・キュリーの 2度目のノーベル賞受賞（化学賞。1回
目の受賞は物理学賞で、1903年にピエール・キュリー
とともに受賞している）を記念するものと聞いている。
さらに次の大会（2015年）を日本で開催しないかとの
声も会場で聞かれた。実現すれば今回初出場の若手研究
者が中堅として引っ張ってくれることになろう。

放射線防護研究センター　センター長　酒井一夫

ポスターセッションに臨む放射線防護研究センター研究員（写真提供：甘崎佳子さん、根井充さん）

これまで放射線育種によって得られた（得られつつ
ある）植物について話してきました。
従来行われてきた交雑育種は自然に起きた変異を利
用したものです。自然におきる突然変異の発生率は遺
伝子あたり 10-6と言われています。頻度
は低いものの、作物となれば、大量に作
付けされることから発現する確率は高く
なり、その中に利用できる変異が見つか
ることがあります。ガンマ線等による突
然変異育種は、自然に起きる突然変異の
割合を高くしたものと言えるでしょう。
近年、遺伝子組換の育種も注目されて
います。突然変異の場合、遺伝的に優性
（発現しやすい性質）から劣性（発現しに
くい性質）へ向かうことが多く、今まで隠れていた機
能を発現させることであり、新しい機能を付け加える
ことではないという点が、遺伝子組換との違いです。
例えば、青い色素を持たないバラの系統をいくら交配
させても、また多少の変異を起させても、青いバラは

できません。しかし遺伝子組換で、その色素を作る遺
伝子を持たせれば作ることができます。
食品となる作物の遺伝子組換えの場合、消費者の不
安に応えるため、食品の安全性から生態への影響まで

様々な項目を調べることになっています。
では、従来とそれほど変わらない育種
の場合はそのような調査が行われている
のでしょうか？　交雑育種でも突然変異
育種でも、従来は安全であると考えられ
ていたことから品種登録の際にそこまで
の調査は要求されていません。しかし、
これからは遺伝子のことがわかるにつれ、
調査の必要性が出て来るかもしれません。
信号の青は「進め」ではなく「（前方が

安全なら）進んでも良い」ということを示しています。
放射線育種も、時には立ち止まることもあるかもしれ
ませんが、着実に前進していくことでしょう。
（「放射線 15色」は今回で終了です。長い間ありが
とうございました。）

●●● 9月　青 ●●●

放 射 線 育 種 十 五 色放 射 線 育 種 十 五 色  放 射 線 育 種 十 五 色  
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4月 27日に、文部科学省から放医研に「タイ科学技
術フェア 2007」（バンコク国際商業・展示センター、バ
ンコク、タイ、2007年 8月 8－ 19日；以後、科学技術
フェアと略する）への展示依頼が届いた。その依頼によ
ると、‘科学技術フェアとは、タイ政府が青少年、一般
国民への科学技術の理解増進を図ることを目的として、
タイ王室の後援の下、毎年開催しているものである。特
に本年は日タイ修好 120周年にあたることもあり、タイ
側からの要請で、日本ブースが設けられることになった’
とある。参加依頼に対して、遠藤企画部長が企画部の業
務として引き受け、私が対外交渉の窓口となることを指
名された。
放医研からは、放医研の概要（広報室担当）、放医研

とタイとの交流（国際・交流課担当）、分子イメージン
グ研究（運営企画ユニット担当）、炭素線治療（重粒子
線がん治療普及推進室担当）の計 4 枚のパネルと
HIMAC模型を展示することにした。各担当部署から提
出されたパネルは業者によってタイ語に翻訳され、タイ
語原稿はチュラロンコン大学の P.Rojpornpradit教授に
チェックしていただいた。
さて、最終的な日本側の参加機関は、ブース順に科技
機構、学振、阪大、放医研、農水研究センター、物材研、
海洋研、理研、極地研、京大、産総研、新エネ・産総研、
核融合研、原産協、原研機構、ミネベア、東工大、村田
（製）、宇宙航空機構、情報通信機構、防災研、東大、外
務省、文部科学省、在タイ日本国大使館、キャステム、
富士通、ブリヂストン、ホンダであり、これらの 29機
関で 20mx45mの日本ブースを形成した。トヨタは日本
ブースの横に巨大な独自のブースを作っていた。
初日 9時に展示会がオープンされると、ものすごい数
の子供たち（ほとんどが中学生）がまさになだれ込むよ
うな勢いで会場に入ってきた（写真 1）。放医研ブース
の前に設置した大型プラズマスクリーンに流れる‘癌の
炭素線治療’のビデオを観る子供たちの目が輝いていた。
ブース内もタイ語通訳者による説明を聞く子供たちで身
動きできない状態であった（写真 2）。初日の来場者の
様子を見て、今年は昨年の入場者数 100万人突破はまず
固いと確信している。科学技術フェアの見学は中学校の

カリキュラムに組
み込まれており、
将来の科学立国を
担う若者を育成す
るというタイ政府
のねらいが強く感
じられた。
10日には一般人
の入場を禁止して、
シリントン王女を
お迎えしてのオー
プニングセレモニ
ーが厳かに行われ
た。王女を始め王
室ご一家は科学・
技術に大変ご造詣
が深い。特に、今
年 80歳を迎えられ
たプミポン国王は
干ばつ対策の人口
雨等の多くの王室プロジェクトを推進されており、国民
から強い尊敬と敬愛を受けておられることはつとに有名
である。
学会での成果発表とは違い、展示会での機関紹介では
いわゆる「目に見える成果」を挙げることは極めて難し
い。初日に、非常に熱心に説明を聞いている小柄で聡明
そうな女性がいた。すごく的確な質問を次々に繰り出し
てくるので、私も真剣な応対をした。40分ほどしてか
ら、彼女は「自分は新聞記者です。今までの話を記事に
まとめたい」と言ったので、「えっ、今までのはインタビ
ューだったの？」と驚いてしまった。記事は、10日付
けのタイの全国紙 Nationの10面に掲載された（写真 3）。

最後に、科学技術フェアへ参加することを決断された
遠藤真広部長に敬意を表したい。筆者以外に科学技術フ
ェアに派遣された、渡辺泰司氏、伊藤幸久氏、飯田治三
氏、相良雅史氏、北川敦志氏が果たされたご苦労にも敬
意を表する。パネル作成でご尽力いただいた方々に深く
感謝する。多くのご便宜を計って頂いた加藤晃子氏（文
部科学省）、波羅仁氏（科学技術振興機構）をはじめ、
協力機関の方々に心より感謝する。

国際・交流課　　伴　貞幸

「タイ科学技術フェア2007」参加報告

NEWS REPORT

写真 1 会場入り口

写真 2 放医研ブース内で真剣に説明を聞く
子供たち

写真 3 放医研を紹介する新聞記事



緊急被ばく医療研究センター運営企画ユニットは、緊
急被ばく医療に関する業務を中心に企画、業務の遂行ま
た予算の管理など支援部門としてセンターの活動を支え
ています。緊急被ばく医療研究センターには研究とそれ
以外の業務がありますが、この「研究以外の業務」は、
運営企画ユニットが被ばく医療部、被ばく線量評価部と
一体となって遂行していますので、今回はユニットの活
動として、センター全体の「研究以外の業務」を紹介さ
せていただきます。

運営企画ユニットには、組織的には企画・研究推進室
と業務調整室の 2室があり、明石真言ユニット長（併任）
のもと、併任者も含め約 16名の構成員が業務を行って
います。緊急被ばく医療研究センター運営には、外部資
金の役割が大きく、またわが国の緊急被ばく医療の中核
としての使命から、国（文部科学省、原子力安全委員会、
経済産業省、厚生労働省、防衛省など）や原子力施設立
地地方自治体等との連携活動が多いため、放医研の他の
センターと比べて本ユニットの果たす役割は極めて重要
なものとなっています。
本ユニットでは、センター活動全般の事務的業務、予
算関連業務処理、対外交渉、被ばく医療、染色体、物理
学的線量評価の 3つのネットワークの運営、センター内
の各種調整等に当たっており、特に国（文部科学省）か

らの委託業務では、センター内研究部や他のセンター、
そして、企画、総務部等所内他部門の協力を得て、その
推進の中心的役割を果たしています。
では、緊急被ばく医療研究センターの研究以外の業務
を緊急被ばく医療を中心に概観してみましょう。
放医研は、我が国の原子力防災体制の中で被ばく医療
機関の中核と位置づけられ、高度な緊急被ばく医療を行
うわが国の緊急被ばく医療の中核としての任務を担うと
ともに、必要な施設・機器等の維持・整備等も行ってい
ます。日本国内の緊急被ばく医療体制は、原子力施設が
立地・隣接する 19 道府県を東西の 2 ブロックに分け、
東日本ブロックは放医研を、西日本ブロックは広島大学
を「地域の三次被ばく医療機関」と位置づけた緊急被ば
く医療体制が構築されています。各自治体は、主に原子
力施設に近い医療施設を初期被ばく医療機関に、地域の
基幹病院を二次被ばく医療機関に指定し、万が一の事態
に備えており、地域の三次被ばく医療機関は、高度の内
部汚染などの重篤な高線量被ばく患者等に対して高度で
専門的な医療が必要な場合の受け入れ体制を整えるとと
もに、被ばく患者の輸送に関する連携体制を各自治体と
構築しています。また、放医研は全国レベルの「三次被
ばく医療機関」として、被ばく医療及び線量評価の実
施・支援に行うことになっています。
この体制に基づき、当センターでは国や地方自治体が
行う防災訓練や講習会への参加・指導、地域緊急被ばく
医療関係者との連携協議、患者搬送に係わる机上演習、
そして西の地域の三次被ばく医療機関である広島大学と
も連絡を取り、地域との連携に努めています。また、東
海村での JCO臨界事故の際には、住民の健康相談、健
康影響の説明、住民の被ばく線量評価など幅広く活動し、
現在でも住民の健康診断にも協力しています。
また、全国の専門家と協力し、3つのネットワークを

運用しています。緊急被ばく医療ネットワークは、放医
研が行う被ばく医療に助言を与えるのみならず、高線量
被ばくにより生じる消化管障害・血液障害・皮膚障害等
の重篤な障害に対応できるように、各地の専門医療機関、
専門家との協力体制を構築しています。これまでに日本
医科大学、杏林学園、国立病院機構災害医療センター、
東京大学医学部附属病院、東京大学医科学研究所附属病
院の 5つの医療機関とは協力協定を締結し、患者対応に
備えています。
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運営企画ユニット グループ・チームの紹介 

放射線医学総合研究所（放医研）は我が国の「緊急被ばく医療の中核」とされています。
所内でその中心的役割を果たしているのが緊急被ばく医療研究センターです。この任務を遂
行するため、運営企画ユニット、被ばく医療部そして被ばく線量評価部の 3部門が構築され
ており、万が一原子力または放射線による災害や事故が起きた際の医療対応を考えています。
専門家として国や地方自治体、時には住民との協議、外国や国際原子力機関（IAEA）との協
力、教育・研修、防災訓練、さらに被ばく医療相談や放射線事故の対応等を所内最小のセン
ターとして多忙を極めています。この合間を縫って放射線被ばくや放射性核種による汚染の
診断と治療に関する研究も行っています。職員は、高線量被ばくの診断や治療に結びつく研
究を行うための高線量被ばく障害研究グループか、放射線を効率的に測定し速やかに被ばく
線量評価を行うことと体内汚染治療法を研究する線量評価研究グループに併任をしています。
このように多くのことを限られた人数で行うため、常に人材の確保と研究と業務の両立を目
指して活動をしています。

明石　真言
緊急被ばく医療研究センター長
運営企画ユニット長併任

前列左より、白谷、佐直、宮島、明石、富永、稲生
後列左より、福田、関根、上田、三堀、栗原、末竹、立闢、大高
（秋葉、池田）

蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕蠕



染色体ネットワークは、数少ない染色体による線量評
価の専門家との連携を図り、染色体分析手法の標準化、
線量効果標準曲線の作成等を行うとともに、染色体分析
技術等の生物学的線量評価技術の継承を目指した協力体
制を構築しています。
物理学的線量評価ネットワークは、被ばく事故の際、
迅速で正確な線量評価・汚染評価等を行うため専門家を
結集しネットワークを構築しています。また日本原子力
研究開発機構及び日本分析センターとは機関間協定を結
び、個人レベルではなく施設間の協力体制を構築してい
ます。
さらに、当センターでは、人材育成課と協力し、原子
力防災研修を開催しています。緊急被ばく救護セミナー
は、プレホスピタルケアつまり事故発生から病院に患者
が搬送されるまでを想定した研修で、消防等の患者の搬
送要員や放射線管理要員が被災者の救助、救護に必要な
放射線防護の知識と技術を習得することを目的にしてい
ます。緊急被ばく医療セミナーは、ホスピタルケア、つ
まり医師・看護師等が汚染患者を安全に診療できるよ
う、必要な知識と技術の習得を目的にしています。緊急
被ばく医療放射線計測セミナーは、被ばく医療施設で被

災者の線量評価に係わる診療放射線技師等を対象に、放
射線計測の基礎から内部汚染患者に対する体外計測・線
量評価の実際までの修得を目的にしています。これらの
3コースは何れも 3日間コースで、併せて年 8回のコー
スを開催し、合計定員 174名を毎年受け入れています。
また、当センターでは、緊急被ばく医療ダイアルを設
置して緊急時に対応すると同時に、JCO臨界事故や第五
福竜丸など過去の被ばく事故患者のフォローアップ、ア
ジアにおける被ばく医療の推進等の国際協力といった業
務も行っています。この他にも当センターは、原子力安
全委員会や厚生労働省からの調査研究の受託も行ってい
ます。
これらの活動を通し、国民の安全・安心が得られるよ
うに、当センターは被ばく医療の充実に努めています。
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今回のシンポジウムでは、放医研・分子イメージング
研究センターにおける PET研究、光イメージング研究、
MRI研究の最新の状況を紹介するとともに、本邦にお
ける PET、光、MRIの 3つのモダリティの専門家に特
別講演をお願いしております。本シンポジウムが、分子
イメージング分野におけるマルチモダリティ研究への展
開の端緒となることを願っております。

主　催　独立行政法人放射線医学総合研究所
日　時　平成 19年 10月 19日（金）9:00～ 17:35
会　場　独立行政法人放射線医学総合研究所

重粒子治療推進棟 2階大会議室
参加費　無　料

09:00 開　会
09:10 フィジオーム研究と PET分子イメージング

大阪大学大学院医学研究科　畑澤　順
10:10 末梢性ベンゾジアゼピン受容体 PETリガンド

[11C]DAA1106の開発と外傷および神経変性によ
る経時変化、グリア特異性について 前田　純＊1

10:35 休　憩
10:50 PET画像解析による神経受容体定量画像化

木村裕一＊1

11:15 PETでみる癌のすがた 佐賀恒夫＊1

11:40 脳内のグルタチオン抱合体排出輸送系を捉える測
定方法および PETプローブの開発 岡村敏充＊1

12:05 休　憩
13:30 分子イメージングで光が果たす役割は？

北海道大学大学院先端生命科学研究院 田村　守
14:30 in vivo optical imaging of integrinαvβ3

expression using cRGD peptides. 金朝暉＊1

14:55 Strategies for development of nanobioprobes for
multimodal imaging バカロバルミアナ＊1

15:20 休　憩
15:35 ナノ素材とMR分子イメージング

滋賀医科大学MR医学総合研究センター 犬伏俊郎
16:35 高磁場MRIを使用した分子イメージング研究へ

の取り組み 青木伊知男＊1

17:00 ニトロキシルラジカル造影剤を使った腫瘍組織内
レドックスマッピング 松本謙一郎＊1

17:25 閉　会（17:40～　懇談会）

 お　知　ら　せ

マルチモーダルイメージングの可能性
第2回分子イメージング研究センターシンポジウム

＊1）放医研分子イメージング研究センター

お詫びと訂正
○本誌 8月号 P. 1において、顴永文部科学省研究振興局長のご苗字に誤
りがありました。「徳永」は誤字で、正しくは「顴永」です。謹んで
お詫びと訂正をいたします。
○本誌 7月号 P. 8「ぱるす」文中で（故）熊取前所長と松沢元物理研究
部長を取り違えてしまいました。松沢先生は現在も元気でおすごしに
なっておられます。謹んでお詫びいたします。（西村義一）



はじめに
炭素線を利用した重粒子線がん治療では、入射粒子を
腫瘍内で止めるために個々の患者や腫瘍の形状に合わせ
て加工製作する飛程補償フィルター（ボーラスとも呼ば
れる）が利用されます。この成形には汎用の工作機械を
使ってプラスチックブロック材を三次元的に掘削加工す
るのが一般的ですが、それには、加工、仕上げ、形状検
査のために数日がかかるという問題があります。これを
解決するために、簡便、高速、かつ確実に飛程補償フィ
ルターを製作する装置を物理工学部で新たに開発してい
ます。
動作原理と装置仕様
従来のブロックを立体的に掘削する代わりに、薄いプ
ラスチック板材を 1枚づつ二次元的に裁断し、これらを
積み重ねて固定することで所望の三次元形状を形成する
方法を考案し、その裁断にタレットパンチングという金
属刃による連続打ち抜き方式を採用しました（図 1）。

さらに、LEDを利用した光学的検査装置によって全て
の打ち抜き点を検査して加工精度を保証します。最も重
要なのは固定された刃や検査装置に対して正確に材料を
移動させる機械機構とその制御で、材料の取り出しや検
査後の積み重ねも全て自動で行います（図 2）。

試作機の製作、性能評価、改良
補償フィルターの形状データに従って実物を製造でき
る試作機を平成 18年度に設計・製作し、まず基本性能
を評価しました（図 3）。打ち抜き加工の速度は 1秒間 3

回が達成されました。これで典型的なものを加工してみ
ると 10分程度で完成します。ただし、ある程度予想さ
れたことですが、性能評価を行う中で問題点も見つかり
ました。例えば、加工形状によってはプラスチック材料
の重力によるたわみが発生して工作精度が確保できなか
ったり、さらには移動途中で脱落することもあります。
これらの問題点については原因が解明され解決策も立て
られて、現在は装置の改良を進めつつあります。また、
この装置を実運用するにはプラスチック板材の大量生産
体制を確立し、板材を束ねて一体の補償フィルターにす
るホルダーを多数製作しないとなりませんが、これも並
行して進めています。
実運用に向けて
この装置で製作した補償フィルターを平成 20年度の

HIMAC治療の一部に使うために改良と開発を進めてい
ます。最終的には本装置の生産能力で現在の HIMAC治
療のほとんどを賄うことは十分可能と考えていますが、
特に腫瘍の変化が激しい症例など、治療計画（補償フィ
ルター形状設計）から治療照射までの時間的余裕が少な
い場合に本装置の高速性が活かせると考えています。最
後に、この装置開発はエイペックスメディカルと三信精
機の技術力と加速器エンジニアリングと医用原子力技術
研究振興財団の経験を結集して初めて可能になったこと
を記しておきます。

物理工学部治療システム開発室　兼松伸幸
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積層型飛程補償フィルター製作機の開発

図 1

図 2

図 3



放射線医学総合
研究所の野球部
は、創部昭和 3 5
年という長い歴史
と全国大会への出
場経験（昭和 5 9
年）をもち、現役
選手、賛助会員及
び OB を含めると

総勢 100名を超える軟式野球部です。しかし、長い
歴史を持ちながらも所内における認知度（特に活動
内容）はあまり無いと感じておりますので、紹介さ
せていただきます。
放医研野球部の活動としては、毎年 3月の下旬から
9月にかけて、新日本スポーツ連盟のリーグ戦を千
葉市内で行っています。リーグ戦の試合数は年間 10
試合ほどで、現在 4部（1部あたり 10チーム程度）
あるうちの 3部に所属しています。各部の上位 3チ
ームと下位 3チームが毎年入れ替えを行う方式をと
っており、8月 31日現在の成績は 6勝 1敗 1分で 3
部リーグの上位にいます。また、10月になると連盟
に加盟している全チームでのトーナメント戦が行わ
れます。リーグ戦であれば、同等の力を持ったチー
ムが競い合うこととなりますが、トーナメント戦で
は、1部から 4部の 40チーム以上からの抽選により
対戦相手が決まるので、多く勝ち進むためには運も
必要となります。もし、自分たちより強いと思われ
るチームと対戦することが決まっても、試合をして
みないと何が起こるか分からないので楽しみなとこ
ろでもあります。
公式戦以外のイベントとしては、千葉マリンスタジ

アムでの紅白戦を行っています。毎年出来るとは限
りませんが、普段テレビで見ている場所に立ち、電
光掲示板に書かれている自分の名前を見つけたとき
には感動ものです。その他、恒例行事になっている
春先の 1泊 2日のキャンプや秋には原子力関係野球
大会への茨城遠征を行っています。春先のキャンプ
は練習後の夜に、茨城遠征では試合前の夜に行われ
るハードな飲み会も恒例となっており、大部屋で十
数人の男たちが雑魚寝する姿はとても見苦しいです
が、普段ではできない経験によって交流も深められ
ていると感じています。また、リーグ戦等の公式戦
に勝つために昼休み等の練習も行っています。以前
のようにグラウンドは広くありませんが狭い中での
昼休みの練習、千葉市内のグラウンド利用した練習
試合を行っており、1年間を通して活動しています。
放医研野球部は、事務職や研究職など所属先の違う
人が多くいますので、いろいろな話が聞けて楽しく、
よく見ると漫画「ドカベン」に引けをとらないくら
いのキャラクター揃いです。そんな個性派が集まっ
た者達が「試合に勝つ」という一つの目標に向かっ
て戦う姿もこれまた運動部の醍醐味といえます。決
して強いチームとはいえませんが、野球が好きな人
ばかりが集まり活動しています。毎日昼休みにグラ
ウンドで練習していますので、興味のある方はぜひ
1度覗いてみてください。野球経験が無いからと思
われる方、今の放医研野球部員の中には、学生時代
に本格的に野球を経験した人の方が少ないので心配
無用です。また、ホームページ（http://www.nirs-
bbclub.org/main/index.php）もありますのでぜひ一
度ご覧ください。

放医研野球部一同

エッセイ 
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